
 

 

 

 

 

 

 

平成１６年 

１月 Ｖｏｌ．７ 

 環境事業団が若松区響灘地区で行うＰＣＢ廃棄物処理事業（操業開始：平成１６年１２月

（予定））が、安全かつ適正に行われるよう、北九州市は、施設の計画、建設、操業の各段階

を通して監視を行う「北九州市ＰＣＢ処理監視委員会」を設置しています。 

監視委員会の活動内容については、「監視委員会だより」を発行し、随時、市民の皆さんへ

お知らせします。 

今回は、第７回の監視委員会として行ったＰＣＢ処理施設の視察の内容についてお知らせ

します。

 

 

 

 

  
 

◇第７回監視委員会（ＰＣＢ処理施設の視察）                   

平成１５年１１月２７日(木)、２８日(金)に、

ＰＣＢ処理施設（自社保有のＰＣＢを処理する

民間施設）の視察を行いました。 

 

【視察先】 

11 月 27 日（木） 

三井造船㈱ 千葉事業所内 

環境エネルギー技術開発センター 

11 月 28 日（金） 

東京電力㈱ 東扇島火力発電所隣接地 

TEPCO 川崎リサイクルセンター 

 

視察には、委員１０名（杉本委員、稲永委員、

が欠席）のほか、環境事業団、福岡県、北九州

市が同行しました。 

 

北九州事業（第 1 期）の処理は、○Ⅰ前処理工

程（抜油、解体、洗浄、真空加熱分離）と、○Ⅱ

液処理工程（化学処理によりＰＣＢ油を無害

化）に区分されており、今回は、三井造船と、

東京電力の前処理工程を視察しました。なお、

昨年度は液処理工程を視察しているため、今回

の視察で、北九州事業で採用されるものと同様

の技術を全て視察したことになります。 
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「ＰＣＢ廃棄物処理の流れ」の解説 

①抜油：トランスの中のＰＣＢ油を抜き取る。 
②解体：トランス容器を破砕し分別。 
③洗浄：鉄、銅などの表面に付着している 

ＰＣＢを、溶剤を使って洗浄。 

④真空加熱分離：紙、木などに染み込んで 
いるＰＣＢを分離。 

⑤液処理：ＰＣＢ油や洗浄後の溶剤を脱塩 
素化分解法で無害化処理 



【視察の感想】 
委員から次のような感想、意見等が寄せら

れています。 
 
◇視察全体を通じて 
・前回同様、抽象的にしかイメージできてい

なかったことが具体的に見学・理解できて、

前回の視察と合わせてＰＣＢ処理の全体像

が具体化できた。 

 

◇処理施設について 
・今回、２事業所でＰＣＢの抜油後の処理設

備および作業状況、作業の危険度等を主に

視察したが、危険なレベルでないことが理

解出来た。 

・（東京電力では）作業員のミーティングを毎

日行い、その中で危険予測を行うことや、

班のリーダーを期間ごとに交代制にするこ

とで、一人一人が自覚をもつための工夫が

なされていた。安全教育への取組みとして、

参考になるのではないかと思う。 

 

 
 

◇北九州事業に関して 
・洗浄処理に関してＰＣＢはもとより、石油

化学系溶剤の安全管理にも十分注意してい

かなければならないと思った。 

 

◇今後の監視委員会活動に向けて 
・今回の視察は、今後の監視委員会活動に対

して大いに参考となるとともに、今後の北

九州の処理事業そのものへのＰＣＢ処理監

視委員会の責任の重大さを痛感した。 

 

【視察先の概要】 
１．三井造船㈱ 

環境エネルギー技術開発センター 

１）所在地 

千葉県市原市八幡海岸通 1 番地 

（直近住宅地まで約 2ｋｍ） 

 

２）敷地面積 

約 1,200ｍ２  

３）処理方式 

真空加熱分離法（※） 

※北九州事業（第 1 期）と同じ方式 

４）処理能力 

450kg／回（1 回のＰＣＢ汚染物投入量） 

５）処理開始 

平成 16 年 2 月（予定：現在建設中） 

 

○真空加熱分離装置により抽出したＰＣＢ油は、

隣接する分離施設で無害化される。 

 
  ◆真空加熱分離装置（提供資料より） 

（手前の扉を開けて処理物を中に入れる） 

（※）真空加熱分離法とは 

 

ＰＣＢを含む処理対象物を、真空に近い低圧
の状態で加熱することにより、ＰＣＢを蒸発さ
せ回収する。圧力を下げることにより、蒸発し
にくいＰＣＢの沸点を下げ、比較的低い温度で
ＰＣＢを効率的に分離・回収することができ
る。 

 

 

 

 

 
  ◆施設内部（右上が真空加熱分離装置） 

 

 [質疑応答] 

視察の後、以下のような質疑・応答があり

ました。 

（質問）委員 

ＰＣＢが漏れるなどの問題が生じたときの

対策は？また、この地域は、地震が多い地域

だと思うが、地震対策は。 

 



（回答）三井造船㈱ 

漏洩対策としては、施設全体の床面をコン

クリート打ち、防油堤を設置しており、外に

漏れ出ない構造にしている。また、施設下面

には、コンクリートパイル（杭）を打ってお

り、充分な耐震構造となっている。 

 

２．東京電力㈱ 

TEPCO 川崎リサイクルセンター 

１）所在地 

神奈川県川崎市川崎区扇島４－１６ 

 東京電力東扇島火力発電所隣接地 

（直近住宅地まで約 2km） 

２）敷地面積 

約 31,700ｍ２ (福岡ドームの約 2.4 倍) 

３）処理方式 

溶剤による洗浄処理方式（※） 

※北九州事業（第 1 期）と同じ方式 

４）処理能力 

最大 140t/日（機器量） 

５）処理開始 

平成 15 年 11 月 

 

（※）洗浄処理の流れ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
◆搬入された柱上トランス 

 
◆柱上トランス解体作業の様子 
作業員は、防塵マスク、ゴム手袋、前掛けを 
着用し、フードの中（常時換気を行ってい
る）で作業を行う。 
 

 [質疑応答] 

視察の後、以下のような質疑・応答があり

ました。 

（質問）委員 

安全面での取り組みはどのようなものがあ

るか？ 

（回答）東京電力㈱ 

例えば、防油堤。法律上はコンクリート製

で良いが、更に鉄板で覆っている。他にもい

くつかあるが、法律で定められている以上の

ことを、設置自治体の指導のもとルール決め

を行った上で行っている。 

 

（質問）委員 

卒業判定は、最終的に、洗浄液の濃度を測

ることにより行うが、部材での判定は行わな

いのか？ 

（回答）東京電力㈱ 

国で定められた判定方法は、部材・ふき取

り・洗浄液の 3 つがあり、当社は洗浄液での

判定方法を採用している。 

 

（質問）委員 

作業に関して、慣れが事故を生じさせると

思うが、慣れに対する対策は？ 

（回答）東京電力㈱ 

① 受入 
・東京電力各所から、抜油された柱上トランスが 
送られてくる。 

② 前処理 
・柱上トランスの蓋を開け、ごく少量残っている 
油の抜き取りを行う。 

・換気が施されたフードの中で手解体を行う。 
・手解体困難物は、機械で解体する。 
・解体後メッシュの入った鉄箱に載せる。 

③ 洗浄処理 
・鉄箱ごと洗浄槽の洗浄液に漬けて 2回洗浄 

④ 分析チェック 
・さらに、洗浄を 1回行い洗浄液中のＰＣＢ濃度を 
確認することによりＰＣＢが取り除かれたかを 
判定。 

・基準をクリアすれば払出し。 

ＴＢＭ（ﾂｰﾙ･ﾎﾞｯｸｽ･ﾐｰﾃｨﾝｸﾞ：その日の作業

の内容や方法･段取り･問題点について短時間

で話し合い､指示伝達を行う｡）を毎日作業開

始前に行い、安全に対する注意を喚起してい

る。 

 

※視察の詳細を記した報告書を作成してい

ます。問い合わせは事務局まで。 

（市のホームページにも掲載しています。）



北九州市ＰＣＢ処理監視委員会委員    

○学識経験者   ○市民代表（公募による選出者） 

氏 名 所属  氏 名 職業 

 浅岡 佐知夫  北九州市立大学国際環境工学部教授   嶋津 元彦  元団体職員 

 是永 逸生  (社)日本技術士会九州支部北九州地区代表幹事   津田 潔  元会社員 

 杉本 旭  北九州市立大学国際環境工学部教授   成田 裕美子  自営業専従者 

 東 敏昭  産業医科大学産業生態科学研究所教授   古野 和彦  団体職員 

 吉永 耕ニ  九州工業大学工学部教授   水城 秀信  大学生 

○市民代表（市民団体からの推薦者）    

氏 名 推薦団体    

 稲永 勝  若松区自治総連合会    

 柿内 よし子  北九州市女性団体連絡会議    

 
◆ＰＣＢ処理事業の内容については、 

   環境事業団 北九州事業所 TEL 093-513-8064  

       〒802-0003 北九州市小倉北区米町 2-2-1 新小倉ビル本館３階 

まで、お問い合わせください。説明に伺います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆ＰＣＢ処理事業に関する情報は、 

環境事業団のホームページに掲載しています。 

       http://www.jec.go.jp/pcbtop.htm 

 

 

 

[発行]北九州市ＰＣＢ処理監視委員会 

事務局：北九州市環境局環境産業政策室 

〒803-8501 北九州市小倉北区城内 1-1 

TEL 093-582-2630 

FAX 093-582-2196 

◆監視委員会は、市民の方の傍聴ができます。 

委員会の開催は、市政だよりなどでお知らせします。 

 

◆ＰＣＢ処理監視委員会（会議資料、議事録など）や、 

ＰＣＢ処理事業に関する情報は、 

市のホームページに掲載しています。 

http://www.city.kitakyushu.jp/~k2602010/sesaku/pcb1.htm 

 

◆ＰＣＢ処理監視員会に関するお問い合わせは、 

 北九州市ＰＣＢ処理監視委員会事務局（下記）まで 


